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1.総胆管壁に生 じた断端神経腫 の 1例

奈良井省吾 ･大塚 為和 (聖 圃 病 院 外 科)

佐藤 康行 ･粟林 和敏
佐藤 利 ･渡辺 茂

( 同 内 科)

鬼島 宏 (新潟大学第 1病理)

胆石症手術後に総胆管壁に断端神経腫の生じた 1症例

を報告する.

症例は53才女性.17年前に胆石症にて胆嚢摘出術,総

胆管切開術,T-チューブ外塵術,乳頭切開術を受けた.

今回,腹痛を主訴として入院.内視鏡的肺胞管造影法お

よび経度経肝胆道造影法を行 うと,遺残胆嚢管と総胆管

狭窄,そして,狭窄部位に上端を接する辺縁平滑な総胆

管内に隆起 した腫癖の存在が明らかとなった･開腹 し,

総胆管切開を行 うと,腫癖は正常の胆管粘膜で被われて

いることが判明した.遺残胆嚢管と狭窄部位を含めて腫

癌を切除し,総肝管空腸吻合術を施行 した･切除標本

を見ると腫癖は弾性やや硬で 12x7×8mm の大きさで

あった.病理学的に腫癖は多数の神経線維束が密に増生

した 結合織の中に 埋もれるように存在する粘膜下腫癖

であった. 免疫組織学的には 神経組織特異蛋白である

S-100蛋白ならびに Neuron-speci丘cenolaseが腫痘

中に陽性であった.断端神経腫 と診断した･

2.術前に診断 しえた胆嚢 胃療 (特発性 内

胆汁療)の 1例

詐 詣 :誓書 蓋豊 (脂 君L魔 合病院)

我々は最近胆石が原因と考えられる特発性内胆汁唾の

一種である比較的稀な胆嚢胃癌の1例を経験 した･当科

における過去5年間の胆石症手術例は胆嚢結石 19･2例,

総胆管結石67例,肝内結石6例の計265例であ り,腹部

エコ-検査の一般化により年々増加 しているが,特発性

内胆汁療例は本症の1例だけであった.症例は72才の女
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也, 心窟部 ･右季肋部 ･背部の緬痛を主訴に内科-入

院,胃潰痴穿通の疑いで当科へ転科 した.胃内視鏡 ･腹

部エコーの所見より内胆汁塵を疑い 胃透視にて 確診 し

た･手術所見では胃前庭部前壁が炎症の強い萎縮 した胆

嚢底部に強 く癒着 し療孔を形成 していた.療孔を切離 し

胆鏑を行い胃穿通部は2層に縫合閉鎖 した.萎縮 した胆

嚢内にはコ系石が 1ケ存在 した･術後経過は良好であっ

た･特発性内胆汁壕は胆道系手術例の0.4-13% の報告

がある.胆嚢 ･胃癌の頻度は特発性内胆汁塵の4.3% と

さらに少ない.今回我々は貴重な 1例を経験 したので報

告 した.

3.当院におけ る胆嚢癌摘除例の検討

広田 正樹 ･福田 稔 (白根優生病院外科)植木 秀功

過去 5年間で当院で摘除可能であった胆嚢癌症例は13

例であった.これら13例に対 し検討を行ない若干の文献

的考察を加え報告する.年齢は53才から81才で平均は68

才であった.性別は男性3例, 女性10例であった. 胆

石保有症例は9例 (69%)であった.術前診断は胆嚢癌

は 1例で,他は 胆石症又は 胆嚢炎であったが, このう

ち 4例は術中の摘出胆嚢の肉眼的観察にて胆嚢癌 と診断

し,一期的に治癒手術を 施行 した.手術々式は 胆嚢摘

除術7例,胆嚢全層摘除術 1例,肝床供状切除術 5例で

あった.これら13例中12例は治癒手術であった.予後は

他病死 2例を除いた11例中5例は再発の所見なく生存中

である･

｢結語｣ 当院での胆嚢癌は胆石症の手術によって偶然

発見されることが多いため,今後,胆嚢癌の術前診断に

対するより一層の工夫が必要であ り,無症状胆石症に対

しても積極的に手術を施行し,胆嚢癌症例の発見に更に

努力したいと思 う.

4.牌嚢腫 の 1例

武藤 経一 ･小山 善基
北候 健也 ･姉崎 静記
坂下 現 ･渡辺 和夫 (果轟新発田病院)

症例は35才女子,昭和59年3月3日胃集棟で要精査 と

な り,4月23日当院内科初診.胃 Ⅹ 線像で胃上部大賛

側の圧排所見があ り,腹部 CT 及び腹部エコーで弾嚢

腫 と診断された.紹介されて6月18日当科入院す.6月

29日手術施行,摘出肺臓は大きさ 14×13xlOcm,重さ

525gで, 内部に 7x6x5cm の嚢腫があって, 更にそ

の周囲を小嚢腫が囲んでいた.組織学的所見では,多頭


